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音 楽 リ ズ ムの テ キ ス ト としてい く つかの書を使 用 してみたが， そのいずれにも 選 曲に関す

る不 満や疑問が残った （客観的意 味において … … ） 。 そこで幼 稚園 での実践的基 本教材と

しての幼 児 歌 曲 を調 べ， 今 回は特に 〈 行事 〉 を中心とした選 曲を試みることにした。 なお

関 係 書の掲 載 率を比 較対照させ て ， より標 準的 ・ 平 均的結果が出るよ う 配慮した。

I 研 究 方 法

1.  関 係 書 ( 1 5 冊 ） の掲載例による選 曲• … … … … … ••A

2. 幼 稚 園 (20 園 ） での使用例による選 曲 ……… … … B

3. Aと B による行事を中心とした選 曲

関 係 書は． 手近ない く つかの著書の中から， 新作 歌 曲を 主とした も のや独 特の傾 向を も

つも のを避けて， 幼 児 歌 曲 集5 冊 ． 音 楽 リ ズ ムの テ キ ス ト10冊の計15冊で統計をとってみ

た。これ らの 書の選択については， 比較的新しいけれ ど も 広 く 知 ら れている 歌曲が欠 ける

な どの 問 題がないわけではないが， ここでは ふれないことにする。

15の 関 係 書 一覧（順 不 同 ）

標準幼 児歌 曲 集（音 楽 春秋 社 ）

幼 児歌 曲 集 1 · 2 ： 山 本 道子編（音楽教育社 ）

保 育音楽の た めの 幼 児 歌 曲 集 ： 保 育 音 楽 研究会編（共 同音 楽 出 版 ）

わた しの う た おかあさ んのうた（ 久 我山 幼 稚園 ）

日 本 童謡 名 曲 1 1 0 曲 集（全音楽譜 出 版社 ）

やさしい こ ど も のうたとあそ び ： 小林 つや江 他 共編著（ ド レ ミ 出 版 社 ）

うたとあそ び 1 · 2 : 戸 倉 ハ ル ・ 小 林つや 江 共 書（不昧堂 ）

新しい幼 児の音 楽教 育 1 · 2 ： 板野平 編著（全音楽譜 出 版社 ）

保 育 音 楽 ・ 仲よし合奏上 ・ 下 ： 酒 田 冨 治編著（全音 楽 譜 出 版社 ）

幼児の楽 器あそ び 十二か月 ： 野 口 善太郎著（全音楽譜 出 版社 ）

幼 児の 観 察十二か 月 ： 井上 萬 里 子著（全音 楽 譜 出 版社 ）

幼児保 育のた めの音楽 リ ズ ム No. 1 · 2 · 3 : 板 野平 他共著（ 東 亜 音 楽 社 ）
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たのしい音楽 リ ズ ム ： 真篠将 ・ 村浦と く 編著 （ 明 治図 書 ）

創 造の 音 楽 リ ズ ム ： 河 井冨 美恵監修 （ 科学書 院）

音 楽 リ ズ ム 教 師指導 書 ・ リ ズ ム にの っ て l ( ヤ マ ハ 音 楽振興会）

幼 稚 園については 特にバ ラ ニ テ ィ を求 めたわ け ではな く ． 東京女子体育 短期大学児童教

育学 科の49年 度教 育 実 習 園のうちから ， 報 告を 寄せて 下さ っ た20の 幼 稚 園の統計をと っ た

ものである。

20の幼 稚 園 一覧 （ ア イ ウ ニ オ 順）

開 進 幼 稚 園 （ 町 田 市）

北 山 幼 稚 園（府中市）

清 瀬 も み じ 幼 稚 園 （ 清瀬市 ・）

久 我 山 幼 稚 園 （ 杉並 区）

久 留 米 第二幼稚園（ 東 久 留米 市）

小金 井幼 稚園（小金 井 市）

こ ばと幼 稚 園（立 川 市）

白 糸台 幼 稚 薗 （ 府中市）

しらぎ く 幼 稚 園（ 東村 山 市）

すみれ 幼 稚園（武蔵 野 市）

多 摩み どり幼 稚園 （ 東 村 山 市）

東京多 摩 幼 稚 園 （ 武蔵村 山 市）

東 京緑 ヶ 丘幼稚園（調布 市）

東 洋幼稚 園（杉並 区）

八 王子たま幼稚 園 （ 八 王子市）

八 王 子なかの幼稚園 （ 八 王子市）

八 幡幼 稚 園 （ 杉並 区）

福 島 学 園 幼 稚 園 （ 青梅 市）

町 田 こ ばと幼稚園（ 町 田 市）

元八 王子幼 稚 園 （ 八 王 子市）

II 結 果 と 考 察

こ こ ではA と B の 調査結 果のう ちか ら ， 紙面の都合 も あるので各 調査対象数の 約半数

（過半 数 ではない）に達 する各 3々0 曲 余りを選ん で 考 察を 進 め る こ と にする。しかし考 察

の途中では 次の表 以 外の歌曲にふれる こ と も あ る。なお表には 考 察に必要 な メ モ （ 行事な

ど ） を記入しておいた 。：。

結 果一•A 関係 書による ペ ス ト3 1 曲 ( 1 ,000 余 曲中）

1 ( I I ) ち ゅ うり っ ぷ （ 井上 ） … . .…………• 春
海 （ 井上 ・ 一 宮） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 夏 小 1 ( 井上）

たき び（渡 辺） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • •…•… • ・ ・ ・ ・ ・ 冬

お正月 （ 滝） … . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 正月 （ 年 末）

5 ( I O ) こ いの ぼ り （ えほん 唱 歌） ………… 5 月 5 日 子供の 日

ぞうさ ん （ 圃） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ ・ 小 1

おつか いありさ ん （ 圏）

まつぼ っ く り （ 小 林 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 冬

9 ( 9 ) め だかの学校 （ 中田） ……………••春 小 1

とん ぼの めがね（平 井） …………••• 秋

大きなたい こ （中田）
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12 ( 8 ) 春 （ 井上 ） ・ ・ ・ ・ . . … • • . ． ． ． ． ． ． . . ． ． ． ． ． ． . . . … •春

く つ が な る ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ 春

い た ず ら すず め （ 中 田 ）

手 を た た き ま し ょ う （ 不 詳 ）

お も ち ゃ の マ ー チ （ 小 田 島 ）

た な ばた さ ま （ 下総 ） … … … … … … 7 月 7 日 七 夕 小 1

赤い鳥小鳥 （ 成 田 ） ・ ・ ・ • • • … … · · · · · · · · · 秋

か ご めか ご め （ わ らべ う た ） … … … 小 1

ひ ら い た ひ ら い た （ わ ら べ う た ） … 春

21 ( 7 ) 水 あ そび （ 滝 ） ・ ・ ・ • • • • … • … • • … … … . . 夏

ぶん ぶん ぶん （ ボ ヘ ミ ア ） … … … … 春

ふ し ぎな ポ ケ ッ ト （ 渡辺 ）

どん ぐ り こ ろ こ ろ （ 梁 田 ） … … … … 秋

こ お ろ ぎ （ 芥JI ! ) … • ・ ・ ・ ・ ・ • • • • • … … … • 秋

豆 ま き （ え ほ ん 唱 歌 ） … … … … … … 2 月 3 日 節分

春 よ 来 い （ 弘 田 ） … …… … … … … … 冬 • 初春

犬 の お ま わ り さ ん （ 大 中 ）

金 魚 の ひ る ね （ 弘 田 ） … … … … … … 夏

た こ の 歌 （ 文部 省 唱 歌 ） … … … … … 正 月

指 の 歌 （ 外 国 曲 ）

8 1  

1 ( 1 1 ) は 順位 と 実数。 ＜海＞ に か ぎ り 次 の B と の 関 係 で 2 人 の 作品 を ま と め て あ る
（ 実数は 井上 6 ' 一宮 5 で あ る ） 。 な お 小 1 ' 小 2 • … • • は 小学 校共通教材の学年 を示す＾

結果ーB 幼 稚 園 で の ペ ス ト36 曲 ( 500余 曲 中 ）

1 (20 ) こ い の ぼ り （ え ほ ん 唱 歌 ） … …… … 5 月 5 日 子供 の 日
2 ( 1 8 ) 時計 の 歌 （ 村上 ） … … … … … … … … 6 月 1 0 日 時の 記 念 日

と んぼの め がね （ 平 井 ） … … … • • … • 秋

も み じ （ え ほん 唱 歌 ） • • • • … … … … • • 秋 小 2

5 ( 1 7 ) た な ばた さ ま （ 下総 ） … … … … … … 7 月 7 日 七 夕 小 1
海 （ 井上 ・ 一 宮 ） … … … … … … …… 夏 小 1 ( 井 上 ）

7 (16 ) お 母 さ ん （ 中 田 ？ ） …… … … … … … 5 月 母 の 日 ，Iヽ 2 ( 中 田 ）
8 ( 1 5 ) た き び （ 渡 辺 ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ·  •… . . . … • • … 冬

お 正 月 （ 滝 ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · • … . . … … … 正 月 （ 年末 ）

1 0  ( 1 4 ) ま つぼ っ く り （ 小 林 ） … … … • • … • · • 冬

北 の 国 か ら （ 則 武 ） . . . … . . . . … · … … • 冬

1 2  ( 1 3 ) め だか の 学校 （ 國 ） … … … … … … …春 小 1

運 動 会 の 歌 （ 木 原 ・ 則 武 ？ ） … … … 10月 10 日 体育 の 日
豆 ま き （ え ほ ん 唱 歌 ） … … … … … … 2 月 3 日 節分
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15 (12) し ゃ ぼん だ ま （ 中 山 ） … • • … … … . . . . 夏 小 2
ど ん ぐ り こ ろ こ ろ （ 梁 田 ） …… … … 秋

1 7  (11) 歯 を み が き ま し ょ う （ 則 武 ） … … … 6 月 4 日 む し 歯予防 デ ー • 生 活

え ん そ く ( ? ) · · · · · · · · · · . . . . . … . . . . . . . . . 5 月 ・ 初 夏

こ お ろ ぎ （ 芥）1 1 ) . . . . . . . . . . … … • • • … . . 秋

2 0 (10) 雨 （ 小松 ・ 中 山 ？ ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． • • … • • 梅 雨

七 夕 ま つ り （ え ほ ん 唱 歌 ） … … … … 7 月 7 日 七 夕
き く の 花 （ 本 多 • 井上 ） … … … • • … • 1 田 3 日 文化 の 日
ひ な ま つ り （ 一 宮 ・ 河 村 ？ ） …… … 3 月 3 H ひ な ま つ り

思 い 出 の ア ル バ ム （ 本 多 ） • • • … … • • • 3 月

山 の 音 楽 家 （ ド イ ツ ） … . . . . . … . . ・ ・ ・ ・ ・ 小 4

お べん と う の 歌 ( ? ) … … … • • • • … • • 生 活

27 ( 9 ) 小 鳥 の 歌 （ 芥） I I ) · · · · · · · · · · · · · · · · · . . . . . . . 春

か え る の う た （ ド イ ツ ） … … • … … ·  • 梅 雨 小 2
水 あ そ び （ 滝 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • … . . . . … … . . . . . . 夏

波 と 貝 が ら （ 中 田 ） … • … … • • • • • • • • … 夏

夕 や け こ や け （ 草川 ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . . 秋
小 さ い 秋見 つ け た （ 中 田 ） … … … … 秋
こ ぎ つ ね （ ド イ ツ ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ 冬 小 3

雪 （ え ほ ん 唱 歌 ？ ） ・ ・ ・ ・ ・ • … · ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 冬 小 2

お 帰 り の 歌 （ 一 宮 ） … … … … … … • • • 生活
走 る の だいす き （ 佐藤 ）

（？）は 報 告 書 に 作者 名 が な く ， 同 名 異 曲 あ る い は類 歌 の総 称 と な っ て い る 。

考 察ー 1
ま ず A と B の 総 体的 所 見 か ら 考 察 を始 め る こ と に す る 。 ひ と こ と でい え ば， A は 音 楽的

選 曲， B は 実践的選 曲 と い う こ と が で き よ う 。 こ れは 当 然 の こ と か も 知 れ な い が ， A は
〈 歌曲 集 〉 を 数冊 含 ん でい る こ と も あ っ て ， 美 しい 歌， 広 く 知 ら れ た 歌 な どバ ラ エ テ ィ に

富 ん でい る 。 さ ら に 〈 わ ら べ う た 〉 も 選 曲 さ れ て お り ， な かで も 旋 律的 に す ぐ れた も の が
選ばれ て い る 。 す な わ ち A は そ の 編 集上 の 事 由 も あ .., て , ＜ 歌 曲 〉 と し て 整 っ た 作品が多
い の で あ る 。 編 集上 の 事 由 と は ， そ れ ら の 書 が テ キ ス ト と し て の 目 的 以 外 に ， 一般 販売 と
い う 社会性， そ し て う が っ た 見方 を す れば営利的意 味 も な い と は い え な い と い う こ と で あ
る 。

一 方 B の場合 は 行 事の 歌 が中 心 と な っ て い る 。 幼 児 教 育 の 一 領域に く 社会性 〉 が う た わ
れ て お り ， そ の 意 味 に お い て は 行事 に 関す る 活 動 が 多 く な る こ と も や む を 得 な い。 し か し
い さ さ か 行 事 に 追わ れす ぎ て い る よ う に 思 わ れ る 。 も っ と も A に 含 ま れて B に は 欠 け て い
る 歌 （ ＜ぞ う さ ん ＞＜ぉ っ かい あ り さ ん ＞ ＜ く つ が な る ＞ な ど ） は ， 幼 稚 園 で教 え る ま で
も な く ， す でに 園 児 が知 っ て い る 場 合 が多い。 し た が っ て特 に と り あげ る 必 要 が な い の か
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も し れな い。 ま た B では 年少 ・ 年長 の 区別 を し な か っ た た め に ， 年少 児 の た め の や さ し い

歌や年長 児 の た め の や や高度 な 歌な どは 順位が さ が っ て お り ， い き お い全 図児に 共通 の 行

事 の 歌 が多 く な っ て し ま っ た 。 さ ら に A では 前 にこ と わ っ た よう に 新作歌 曲 集な ど を避 け

た た め に ， ＜ 北 の 国 か ら ＞＜ 歯 を み が き ま し ょ う ＞ な どの よう に す でに 幼稚園 で は 広 く 普

及 し て い る 歌 が欠 け るこ と に な っ た。

と こ ろ で幼稚 園 の 行 事 と は どの よう な も の か を 一 般行 事 と と も に 列 記 し， そ れ ら に 関す

る 歌 曲 を い く つ か と り あ げて み よう 。

行 事 表

月 日 ． 般 行 事 I 幼 稚 園 の 行 事 と 歌
4 8 （ 花 ま つ り ） 入 園 ＜ 今 日 か ら お 友 だ ち ＞

（ 交通安全 ） 春 の 歌… … …

29 天皇誕生 日 誕生 会 の 歌 … … …

5 3 憲法 記 念 日 遠足

5 子 供 の 日 くこ い の ぼ り ＞

（ 母 の 日 ） お 母 さ ん の 歌… … …

6 4 （ む し 歯予 防 デ ー ） ＜歯 をみが き ま し ょ う ＞

10 （ 時の 記念 日 ） ＜時計 の歌＞

（ 父 の 日 ） お 父 さ ん の 歌• • … … •

梅雨 ＜雨 ＞ ＜て る て る ぼ う ず＞＜ かた っ

I む り ＞ • … • • ・ ・ ・

7 7 （ 七 夕 ） く た な ばた さ ま ＞
プ ー ル あ そ び

8 （ 盆 ） 海や 山 の歌 … … …

＜ 海＞ . . … • • • •

， 15 敬 老 の 日 く う ち のお じ い さ ん おば あ さ ん＞
秋 分 の 日 く 月 ＞＜ う さ ぎ＞

（ お 月 見 ） 秋 の 歌・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

10 10 体 育 の 日 i 運動会

（ 体 育祭 ） い も ほ り

1 1  3 文 化 の 日 く き く の 花＞

（ 芸術祭 ） 展 覧 会

23 勤労感謝 の 日 仕 事や職業 に 関す る 歌・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

12 25 1 （ ク リ ス マ ス ） ク リ ス マ ス 会

＜ ジ ン グ ル ベ ル ＞

師走 ＜ お 正 月 ＞

1 叶 元 旦 く た こ の 歌＞ I 
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月 日 ―‘ 般
1 15 成人 の 日

2 3 （ 節分 ）

11 建 国 記 念 日

3 3 （ ひな 祭 り ）

春分 の 日

行

菊 本 哲 也

事 幼 稚 園 の 行 事 と 歌
冬 の 歌 … … …

＜豆 ま き＞

＜雪＞… … …

＜ 日 の 丸 ＞ ＜ 君 が代＞ ？
春 を 呼ぶ歌 … … …

＜ ひ な ま つ り ＞＜ う れ しい ひ な ま つ

り ＞

発表 会

お わ か れ会

＜ 思 い 出 の ア ルバ ム ＞ ＜一 年生 に な

っ た ら＞ • • . . . … • 

卒 園 … · • … · 

I 

こ の 行事表 か ら も わ か る よう に 幼 稚 園 では 毎 月 何 ら か の 行 事 が あ り ， 比 較 的 ゆ と り が あ

る の は 6 月 の 梅 雨 ど き と ， 秋 の運動会 と ク リ ス マ ス の 間 く ら いで あ る 。 い わば行 事の 間 を

ぬ っ て 他 領 域の 指導 を し て い るこ と に な る 。 音 楽 リ ズ ム の 立場か ら も ， リ ズ ム 反応， 自 由

表現， 歌 唱 指導， 合 奏 ， 鑑 賞な ど を 強調 し た い とこ ろ で あ る が ， そ れ ら は 行 事に 密着 さ せ

て 行わ な い 限 り 不 可能 に 近 い。 こ の よう に 幼 児 教 育 の 現 場 で は ， 社 会 性 ， 人格形 成 ， 伝統，

文 化 な ど の 一 切 を 含め て， 〈 行 事 〉 と い う 強 力 な 支柱 を 抜 き に してはその 活 動 を考 え るこ と

が で き な い の が 実状 で あ る 。

考 察ー 2

ここ で は 幼 児 歌 曲 そ の も の に 焦 点 を しぼ っ て ， 幾つ かの 作品 を例に と り な が ら 考察 を 進

め るこ と に す る 。 先にこ と わ っ た よう に ， A B 以 外 の 歌 曲 に ふ れ るこ と も あ る が， 幼 児歌

曲総 論的見地 か ら や む を 得 な い。

〔 詩 J

幼 児 歌 曲 の 詩は， 第二次大 戦後の 作 品 では そ れ ほ ど問題 と な るこ と も な いが， 戦前の 作

品 に は 文 語や接頭 語 な ど の む つ か し い 言葉 が 多 い 。 た と え ばA B と も に 上 位に ラ ン ク さ れ
． ． ．  

て い る ＜た な ばた さ ま ＞ （ 林柳波作詞 ） では， 「 の き ばに ゆ れ る 」 （ 軒端 ） 「 き ん ぎんす
． ． ． ． ． ． ． ． ．  

な ご」 （ 砂子 ） 「 ご し き の た ん ざ く 」 （ 五 色 の 短冊 ） な ど が 幼 児 に は 難解な 言葉 であ ろ う 。

ま た く く つ が な る ＞ （ 清水 かつ ら 作 詞 ） の 「 は れた み を ら に 」 （ 御空 ） は ． 「 は れた お そ• • • • • 
ら に 」 と 改 め て 歌 わ れるこ と が あ る 。 私 事 な が ら 節分 のこ ろ に ， 「ふ く の かみ」 （ 福の 神 ）

と は 何か と 子供 に 聞 か れ， う っ か り 「良 い 神 さ ま 」 で あ る と 答 え る と ， さ っ そ く 「では キ

リ ス ト は ふ く の かみ か… …」 と 聞 か れて 困 っ たこ と があ る 。 幼稚園 でく豆 ま き ＞ （ え ほ ん

唱歌 ） を 習 っ て き た 子供 の 素朴 な 質 問 で あ っ たこ と は い う ま で も な い 。

こ の よう な 例 は 比 較 的 新 し い 歌 に も み ら れ る が， そ れ ら は 詩 と し て す ぐれた 作 品 で あ っ
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ても幼 児には理 解しにくい言 葉 を 含んでいるのである。 ＜時計の歌＞ （ 筒井敬介作詞）は
「 コ チ コ チ カ ッ チ ンおとけいさん」 と始まる。 大変かわいい詩であるが，時計を「おとけ

い」とい うこ ともめ っ たに ないであろ う。
これらの詩も歌 曲 としてまとまると， その全体的な美しさ （ 音 楽的 ） によっ て意味不 明

のままにある一つの情 景 と して受けとめられており，何らの支障もないようである。 しか
し く 言 語 〉 の領域 と してはいささか問題を残すことになろ う 。

〔 旋 律 ）
ここでは幼 児の歌 唱能力 に関する問題にふれることになる。 一般に幼 児 歌 曲の音 域は F

-D（ミー上 ） の 6 度内を基準としており，広くてもC-D ( ：‘― i ) の 9 度内が限度と
されている。 たとえば＜ぞ う さん＞（園 伊玖磨作 曲 ） は F d ur（へ長調） で C - Dの音域
とな っ ており， 幼 児 歌 曲の音域としては マキ シマ ムとい うことになる。 さらに比較的急激な
上行 ・ 下行や，完全5度 以下ではあるが跳躍進行が多い。

ぞ ，
 

さ ん

ま ど み ち お 作 詞
圏 伊 玖 唐 作 曲

籾
柘 r、1」喜ぷT」 | J. i占

このような難度にもかかわらずこの歌が大変 親しまれているのは， その旋 律が5音 音階
（いわゆる ヨ ナ ぬき音階 ） で構成されているためであろ う。 ヨ ナ ぬ き音階による旋 律は，
順次 進行が ド レ ミ と ソ ラ の部分にしかあらわれず，＜ぞ うさん＞にみられるように 3度や
4度の跳躍進行が多くなる。

ヨ ナ ぬ き 音 階 ( p e nt a to n ic )

象 令 ゜
る ロ

ロ 産三里 ＇

も っ とも 自由表 現でくぞ うさん＞を演奏しながら象のまねをさせると， 3 拍 子 であるた
めに拍子からはずれた動きをする子供も多い 。

次に旋律 構成の基礎的要素である リ ズ ム に関する考察をしてみよう。 一般に幼 児歌曲は
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明 る ＜ ス キ ッ ピ ソ グ ・ ス テ ッ プ を 楽 し め る 2/4拍 子 の付点音符 ( f.1) に よる 旋 律 が多 く

くぞ う さ ん ＞ の よう な 3 拍 子 の旋律は 少 な い。 し か し基本 的 運 動 であ る ス キ ッ プ や振動

（ ゆ れ る ） な どは， む し ろ 3 拍 子 ・ 3 連 符 あ る い は 6 拍 子 と い っ た 拍子 が本 来 で あ り ， こ

の 点 では 音 楽 と 運 動 の 大 き い 相違 を 感 じ る 。 そ の 意 味 では A や B の歌 曲 は いず れ も 音 楽的

な 範囲 に と ど ま り ， 動 き の リ ズ ム ヘ の活 用 に は も の足 り な い よう で あ る （ も っ と も 近代 舞

踊 的意 味 での音楽 を論ず る 場合 は 別 で あ る が ・ ・ ・ ・ ・ ・ ） 。 た と え ばく ぶ ら ん こ ＞ （ 芥川 也寸志

作 曲 ） は 2/4 拍 子 であ る が， ＜ ゆ れ る ） 感 じ と し て は 3 拍子系 の 方 が効果的 で あ る と こ ろ

か ら ， か っ て 私 は 6/8拍 子 に 編 曲 し た こ と が あ る 。

ぶ ら ん こ

Andante = 66 env i ron 

紐 ＇ー 均 m i」
ぶ ら ん こ ゆ れ て

都 築 益 世 作 詞
芥 川 也 寸 志 作 曲

· • 

お そ ら が ゆ れ る

騨
一 土出 ．

 
ス キ ッ プ に し ろ ジ ャ ソ ブ に し ろ 跳 躍 系 の 運 動 が 3 拍子系 で あ る こ と は， そ の よう な 動 き

を特 徴 と す る 欧 州 の 民 謡 （ 民踊 ） の 多 く が 3 拍 子系 であ る こ と か ら も 理 解 で き よう （ サ ル

ク レ ロ ， ジ グ， ク ラ ソ テ ル ラ な ど ） 。 さ ら に く ゆ れ る 〉 動 き を 本 来 と す る で あ ろ う ＜ 子 守

唄 〉 の 系列 で も ， 日 本 の 歌 は 2 拍子 系 が 多 く ， 欧 州 の そ れは 3 拍 子 系 が多 い。 こ れは 日 本

では背 中 に お ん ぶ し て 寝 か しつ け る 風 習が あ り ， 欧 州 では ゆ り か ごな ど でゆ ら ゆ ら と ね か

し つ け る 風 習が あ る た め であ ろ う （ も っ と も 舞踊 法 の立場か ら は ， 日 本 の 舞踊 に は 一般 に

2 拍子 系 の動 き が 多 く ， 3 拍子系 の 動 き は ほ と ん どみ ら れ な い と さ れて い る ） 。

考 察 を本 来 の旋律 に 関 す る こ と に 戻 そ う 。 幼 児 歌 曲 の 旋律 は 音 域の 他 に も 旋法 の 問題 が

あ る こ と は す で に述 べ た が， 歌 唱 法 の 容 易 な こ と （ 半 音が な い こ と ） か ら そ の 多 く が く ヨ

ナ ぬ き 音階 〉 と な っ て い る 。 た と え 長 音 階 の 7 つ の音 がすべ て表 わ れ る 旋律 で も ， ご く 一

部 の 外国 曲 な ど を 除い て は そ の骨 格 が ョ ナ ぬ き であ る 。 そ の意 味 に お い て は A も B も かわ

り は な い が， わず か に A の 方 に 長音 階 の 7 つ の 音がすべて あ ら わ れ る 作 品が多 く み ら れ る

（ ＜手 を た た き ま し ょ う ＞＜お も ち ゃ の マ ー チ ＞＜ぶ んぶんぶん ＞＜ふ し ぎ な ボ ケ ッ ト ＞

く こ お ろ ぎ＞＜犬 の お ま わ り さ ん ＞＜指 の歌 ＞ な ど ） 。 な お 派生 音 が 皆 無 に 等 しい こ と は

い う ま で も な い。

〔 調 性 〕

幼 児 歌 曲 の 調 は 一般 に 明 度 の 高 い シ ャ ー プ 系 ( D d ur , G dur , A durな ど ） が多い。
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と り わ け そ の旋 律 書法 に よ る 制約 も あ っ て D dur の歌が多 く ， 次 い で フ ラ ッ ト 系 の F
dur が多 い （ 大部 分 の 歌 が D dur と F d ur で あ る と い っ て も 過 言 では な い ） 。 し か し残
念 な こ と に は 単 にめ ん ど う な た め か ら か， D dur の場 合 は 多 く が C dur に 移 調 さ れ て
使用 さ れて い る 。 た と え ばく こ いのぼ り ＞＜ し ゃ ぼ ん だ ま ＞＜ お つ かい あ り さ ん＞＜ く つ
が な る ＞ ＜ め だかの学校＞ ＜ 手 を た た き ま し ょ う ＞ な ど を D d urで演 奏 して い る 例 は ま れ
で あ る 。 D dur と C dur の 調性 ( to n a l ity ) の相 違はそれ ほ どな い と い っ て し ま え ばそ
れ ま でであ る が， 少 な く と も C dur よ り も D d ur の方が よ り 明 度 が 高 い こ と だ け は 確 か
で あ る 。 ま た E s dur の く こ お ろ ぎ＞ が C d ur で， さ ら に 極 端 な 例 と し て は F d ur の
く ち ゅ う り っ ぷ ＞ も C d u rで演奏 さ れる こ と が あ る 。 こ の場合 は フ ラ ッ ト 系長調 の特 長 で
あ る やわ ら か な 落付い た 感 じ， あ る い は 豊 か さ と 安 ら ぎ の あ る 感 じ がほ と ん ど消 え て し ま
う こ と に な る （ も っ と も 移調 して も そ の 旋 律 か ら 受 け る 感 じ がそ れほ ど変 ら な い の は 人類
だけ で あ る と も い わ れて い る が … … … ） 。 移調す る 場 合 に は原 調 の も つ 味わい を そ こ な わ
な い よ う ， 十分気 を配 っ て ほ しい も の であ る 。 こ の よ う な 配 慮 こ そ音楽教 育 の基礎 事項 と
し て 最 も 重要 な こ と では あ る ま い か。

一方， 幼 児 の 音域や 歌 唱 能 力 の 制 約 お よ び機能和 声的旋律書法 な ど の た め に， 幼 児 歌 曲
の調 が D dur , F dur ( あ る い は C dur , G dur ) に限 定 さ れて い る こ と も やむ を 得
な い 事 実 であ る 。 し か しせ め て 教師 の 伴奏能 力 に よ っ て調 の 制約 を 受 け る こ と だけ はな る
べ く 避 け な け ればな ら な い （ た と え 伴奏型 を や さ し く ア レ ソ ジ す る こ と は 良い と して も ・ ・ ・

幼 児歌 曲 に つい て 以 上 の よ う な 考 察 を 行 っ て み た 。 し か し考 察 ・1 の よ う な A B 間 の 相違
は ， こ こ では あ ま り 問題 と は な ら な か っ た。 こ れは 考 察 2 が， い わ ば幼 児歌 曲 の 内 部 事情
に よ る も の で あ り ， 幼 児 歌 曲 の 外部 事情 と も い え る 考 察 1 と は お よ そ 次 元 が異 な る た め に
A B の 比 較対 照 と い っ た テ ー マ に は な ら な か っ た の で あ る 。 そ の かわ り に 幼 児 歌 曲 の 本 質
に わず か な が ら も ふ れ る こ と がで き た よ う に 思 う 。

皿 ま と め

こ こ では 調 査結果 と 考 察 と に も と づい て 幼 児 歌 曲 の 選択 を行 う 。 B か ら も わ か る よ う に
幼稚園 では行事 や生活 の 歌 が 中 核 と な っ て お り ， そ れ ら の 歌 曲 は 幼 稚 園教 育 に お け る 重要
な基礎教 材 であ る 。 ま た B に 欠 け て い る ＜ぞ う さ ん＞ ＜い たず ら すず め ＞ ＜大 き な た い
こ ＞＜ お も ち ゃ の マ ー チ ＞ ＜ 手 を た た き ま し ょ う ＞＜ふ し ぎ な ポ ケ ッ ト ＞＜ 指 の 歌＞ な ど
も ， 広 く 親 し ま れて い る 名 曲 と い う だけでな く ， リ ズ ム 教 育， 自 由 表 現， 大 小 強 弱 の 比較，
創造性 ， そ の 他社会性， 遊戯性， 生活， 家族 関 係 な ど の す ぐれた教 育効果 を期待 で き る 。
こ れ ら の こ と を考 慮 し な が ら 行 事 を 中 心 と し た 幼 児歌曲 を次 の よ う な 方 法 で選 ん でみ た 。

1 .  A と B と の実 数 を 加 え た35の 約半 数 に 達 す る36曲 を ま ず と り あ げ る。
2.  残 る 歌 曲 の 中 か ら B を 重視 し た 行 事や 生活の 歌 を 加 え る 。
1． に つ い て は ， A や B の 調査対象 を 特 に 厳選 し た わ け で は な い の で， 3 対 4 (15対20 )

と い う ア ンバ ラ ソ ス な 数比 では あ る が， そ の 実数 を 加 算 し て 選 曲 す る こ と に し た （ 関 係 書
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の掲 載例 より も 幼 稚 園 で の使 用 例 の 方がや や 有 利で あ る ） 。 した が っ てこ の調 査結 果 に 絶

対 的 ・ 決 定 的選曲 を 期待す るこ と は不 可 能 であ り ， ま た こ の よう な 平 均 的選 曲 そ の も の を

無 意 味 と す る 見方 も あ ろ う が， 幼 児教 育 に お け る 基本教材 と し て の幼 児歌 曲 に 関 す る 一資

料 と して， い く ば く か の意 義は あ る も の と 考 え ら れ る 。

1. A + B の ベ ス ト 36 曲

1 (30 ) こ い の ぼ り （ え ほ ん 唱 歌 ） … … … … … … 5 月 5 日 子供の 日

2 (28 ) 海 （ 井上 ・ 一 宮 ） . . . … • . . ． ． ． ． . . ． ． •… • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 夏 小 1 ( 井 上 ）

3 (27 ) と んぼの め がね （ 平井 ） … … … … … … …秋

4 (26 ) た き び （ 渡 辺 ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ ・ ・ 冬

お 正 月 （ 滝 ） … … … … • • . . . . • … . . . . . . . . … • • • 正 月 （ 年末 ）

6 (2 5 ) た な ば た さ ま （ 下総 ） … . . … … • … • • • … … 7 月 7 日 七 夕 小 1
7 (2 4) も み じ （ え ほ ん 唱 歌 ） • • … … … … … … … •秋 小 2

ま つぼ っ く り （ 小 林 ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． · … . .冬

9 ( 2 3 ) お 母 さ ん （ 中 田 ？ ） … … … … … • • • • • • … … 5 月 母 の 日
1 0 ( 2 2 ) め だか の学校 （ 園 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • … · ・ ・ ・ . . … . . . … 春 小 1
11 (21 ) 時計 の 歌 （ 村上 ） … … … • •• • • • • • • … … … … 6 月10 日 時 の 記念 日

豆 ま き （ え ほ ん 唱 歌 ） … … • • … … … • … … 2 月 3 日 節 分

1 3 (20 ) ど ん ぐ り こ ろこ ろ （ 梁 田 ） … … … … • • … •秋

1 4 (19 ) え ん そ く ( ? ) · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  5 月 ・ 初 夏

こ お ろ ぎ （ 芥川 ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . . 秋

運 動会 の 歌 （ 木原 ・ 則武 ？ ） … • … … … • •10月10 日 体 育 の 日

1 7 ( 18 ) お つ かい あ り さ ん （ 園 ）

18  (17) ぞ う さ ん （ 圏 ）
水 あ そび （ 滝 ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . . 夏

大 き な た いこ （ 中 田 ）

ち ゅ う り っ ぷ （ 井上 ） … … • • • . . . · · · · · · • … • 春

22 (16 ) 北 の 国 か ら （ 則 武 ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ 冬

手 を た た き ま し ょ う （ 不詳 ）

2 4 ( 15 ) 小鳥 の 歌 （ 芥） I I) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . •春

き く の 花 （ 本 多 • 井上 ？ ） … … … … … • • • 1 1月 3 日 文 化 の 日

雪 （ え ほ ん 唱 歌 ？ ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . … • • . . . • … • ・冬 小 2

ふ し ぎ な ボ ケ ッ ト （ 渡 辺 ）

28 (14 ) 雨 （ 小松 ・ 中 山 ？ ） • · • … … . . . … · ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・梅 雨

お べ ん と う の 歌 ( ? ) • • … … … · • • •… … • • •生 活

タや けこ や け （ 草）1.1 ) . . … • . ． . . . . ． ． ． ． ． ． • • … • 秋

こ ぎつね （ ド イ ツ ） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ 冬

ひ な ま つ り （ 一 宮 ・ 河 村 ？ ） … • • … … … • 3 月 3 日 ひ な ま つ り

走 る の だ い す き （ 佐藤 ）
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ジ ン グ ル ペ ル （ ピ ア ボ ソ ド ） … … … … … 1 2月25 日 ク リ ス マ ス
春 よ 来 い （ 弘 田 ） … … ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ ・冬 • 初春

赤 い鳥 小鳥 （ 成 田 ） • … • •  • • • … • • • • … • • … • • • 秋

こ の う ち 1 曲 は 先 に 述 べ た 複数 の歌， す な わ ち 同 名 異 曲 あ る いは 幾つ か の 類歌 の 総 称 と
な っ て い る も の であ る 。 し か し こ こ では そ の ま ま 記 入 し て お く こ と に し た （ いず れ にせ よ
そ の 種 の 歌 を 必要 と す る の で あ る か ら … … … ） 。

2. そ の 他 行事 ・ 生活 な ど に 必要 と 思わ れ る 歌 （ 作 曲 者 名 の な い も の は L と 同 様 無 指 定）
朝 の 歌 … … … … . . . . . … • • … • … . . . … • • … • • … … … … 始業 の あ い さ つ • 生 活
お 帰 り の 歌 （ 一宮 ） ． ． ． ． ． ． ． ． • • • … … • • … … … … • • • · • 生 活
今 日 か ら お 友 だ ち （ 佐 々 木 ） … … … … • • • • • … … • 入 園
誕生 日 の 歌 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ 誕生 会
歯 を みが き ま し ょ う （ 則 武 ） … … … … … … … … 6 月 4 日 む し 歯予防 デ ー ・ し つ け 歌
お 爪 を切 り ま し ょ う （ 本 多 ） … … … … … … … … し つ け 歌
お 父 さ ん の歌 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 6 月 父 の 日
月 （ 文部 省唱歌 ） • • … • … … … • • • … … • • … … … … • お 月 見 （ ＜ う さ ぎ＞ な どで も 良 い ）
う ち の お じ い さ ん お ば あ さ ん （ リ ズ ム の 会 ） … … 9 月 15 日 敬 老 の 日
い も ほ り の 歌 … … … … … …… … … … … … … . . . … 1 1月 23 日 勤労 感謝 の 日 ・ 秋 の 収穫
た こ の 歌 （ 文部 省 唱 歌 ） ． ． ． ． ． ． ． ． … … … … . . . . • • • • • • お 正 月

日 の 丸 （ 岡 野 ） • • … … . . … … … … • … … • … … • . ． . . .  2 月 1 1 日 建 国 記 念 日
卒園 の 歌 ． ． ． ． ． ． ． . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • 卒 園
以上 の14 曲 （ 種 ） を 加 え る とほ ぼ一年 間 の行 事 の 歌 が そ ろ う こ と に な る っ 複数 の 歌 や 無

指 定 の歌 （ 特定 の 歌では な く どれで も 良 い ） を含 ん では い る が， と り あ え ず50 と い う 数 に
お さ め て み た 。

お わ リ に

今 回 は 幼 稚 園 で の 行 事 と 幼 児 歌 曲 に つい て の 考察 を行 っ た が， 今後 は 音楽 リ ズ ム に お け
る リ ズ ム 反応， 合 奏， 自 由 表 現 な ど の， さ ま ざ ま な 視 野 に た っ た 研 究 を続 け て ゆ き た い と
思 っ て い る 。 こ の 小論 を ま と め る に あ た っ て ご協 力 い た だ い た20の 幼稚園， な ら びに そ の
報 告 を手 伝 って下 さ っ た 東京女 子体育短期大学児 童教 育学科昭和49年 度卒業生 の皆 さ ん に，
心か ら 感 謝 い た し ま す。

参 考 文 献
( 15 の関 係 書 を 除 く ）

幼 稚 園 教 育 要 領 ・ 音楽 リ ズ ム （ 文部 省 ）
幼稚園教 育 指 導 書 • 音 楽 リ ズ ム （ 文部省 ）
音 楽教 育法 ： 井上武士著 （ 音楽之友社 ）
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音 楽 科 教 育法 ： 教 員養成大 学 音 楽教 育研究会編 （ 音 楽 之友社 ）

情操 ・ 意志 ・ 創造性 の教 育 ： 時実利 彦編著 （ 第一法 規 ）

新 しい 音 楽通論 ： 菊本 哲 也著 （ 全音楽譜 出 版社 ）

世界舞踊史 ： ク ル ト ・ ザ ッ ク ス 著 ・ 小倉重夫訳 （ 音 楽之友社 ）

舞踊 の 美学 ： 邦正美著 （ 冨 山 房 ）

舞踊創作 と イ メ ー ジ構成 ： 村浦 と く 著 （ 明 治 図 書 ）

そ の 他 音 楽 リ ズ ム 関 係 の 書 多数




